
法隆寺金堂、薬師寺東塔、

唐招提寺金堂の調査

建造物研究室の主たる研究テーマのひとつに古代建築

の研究がある。本年度においては、所有者のご理解が得

られ、法隆寺金堂、薬師寺東塔、唐招提寺金堂などの現

地調査を行うことができた。それぞれに調在のテーマを

決め、実施した。その成果を以下に記す。なお、折しも

現在平城宮第一次大極殿復元事業の基本設計を実施中だ

が、その委託先である財側法人文化財建造物保存技術協

会（以下、文建協と略称する）においても設計の参考に

したい旨のI l I し出があり、文建協との共同研究のかたち

で調査を実施した。

法隆寺金堂の調査主に構造のシステムについて調査し

た。また、調査後、文建協の購造担当の方でコンピュー

タによる櫛造解析を行い、力の流れ、建物の変形性状を

考察した。金堂の構造システムの特徴を以下に記す。

○ 二重は柱間数を桁行、梁間とも一間減ずる

○ 二重の隅柱は初重入側柱とほぼ位置をそろえる（柱心

は半支ずれる）

○ 二重の脇間以外の柱間は初重とほぼ同寸とする

○ 二重の柱間装置は桁行、梁間とも両端間は土壁、他の

間は連子窓とする

○ 連子窓の中央に間柱をたてる

○ 小屋組の筋は初重柱筋にそろえる

○ 梁材は、初重の天井桁と二重の繋梁と小屋梁の三本で

ある（慶長修理時に初重繋梁と天井桁上大梁が補加され

たが、昭和修理時に初重繋梁は撤去された）

○ 力肘木・尾垂木・束からなる直角三角形を桁で受け、

天秤構造となるが、直角三角形を支える機構が初重と二

重とでは異なる

○ 尾垂木の押さえ方が初亜と二寵では異なる

初重では尾垂木尻を直接束で押さえるのに対し、二重

では尾垂木押さえを井桁に組み、而となって押さえる

( 二重の束は初重柱筋）（慶長修理時に二重尾垂木を大梁

に引き付ける材が補加されたが、昭和修理時に尾垂木尻

どおしを引っ張るターンバックルに改められた）

○ 主要な横架材（通肘木、桁等）および尾垂木は同一断

而の規格材である。成にばらつきがあるが、規格寸法は

高麗尺で巾６寸× 成７寸５分
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天井桁は規格材よりも成が商< 、小屋梁は成が低い

束についてはほとんどが転川材なので当初の寸法はわ

からない（小屋束は横架材の転川材と考えられる）

薬師寺東塔の調査主に組物の納まり、使用している木

材の種類について調査した。その成果は以下の通りであ

る。

＜組物と卿: の特徴＞

○組物・i l i 1 : の部材の断面寸法は各亜とも同じである

○ 肘木の長さは各重でかえている下重ほど大きい

○尾垂木を受ける二手目の出は各重ともI I i l じ

○I I i l : の出は上砿ほど小さい

○ 尾垂木、正木の勾配は上愈ほど強い

く木| ､ 1斗の使川位置＞

一見不規則に兇える木L 1 斗の配慨も斗とその上に放る

材の繊維方向をi f 〔交させる技法ととらえると理解できる。

薬師寺東塔のほかにこの木1 1 斗の技法をもつ建物に

は、ＩｌＩＩＩＩ寺l u I 廊、法隆寺東院夢殿、法隆寺食堂、東大寺

法華堂正堂、唐招提寺講堂（もと平城宮東朝集殿）があ

る。また、時代は違うが、取源がi I l I : 接かかわった東大寺

南火１１１１，束大寺冊1 1 1堂、浄上寺浄上堂も同じ技法をＨ１い

ている。木口斗の技法は中' 1 1 色の強い建物に川いられて

いるようである。

＜組物の材種＞

雅本的には梢を使用しているが、大斗、隅行肘木、尾

垂木上の斗など、他より大きな圧縮力のかかる部材は操

を使用している。隅行の一段' 1 の肘木はその上にのる斗

および而戸まで一木でつくり荷亜に対応している。

唐招提寺金堂の調査唐招提寺金蛍は現在、柱が内側に

傾斜し、反対に組物は外側に傾くなど、建物の変形が著

しい。この原因がどこにあるのかを知るために、変形状

況の調査を現地で行うとともに、調査後コンピュータに

よる構造解析を実施し、力の流れ、建物の変形性状を探

った。その解析結果を右頁に示す。

おわりに今後ともこの種の調査を継続的に行い、古代

建築の解明につとめていきたいと考えている。

また、ｋに記した建物以外に東大寺転害門においても

調在を実施した。これについては2 4 . 2 5 ページをご覧い

ただきたい。

（村田健一／建造物研究室）
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図１法隆寺金堂桁行断面図（復原） 図２法隆寺金堂梁間断面凶（復原）

一見不規則にみえる木口斗の配置も、斗とその上にのる

荷の鎧錐方向を直行させる技法ととらえると理解できる。
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図３薬師寺東塔における木口斗の使用位置 図４薬師寺東塔組物の材種
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･ 全体的な応力は比較的大

･ 入側柱の軸力は側柱の1 . 5 倍

･ 軒架構の断面が大幅に不足

･ 全体的な変形量は比較的小

･ 垂木のたわみ変形は過大

･ 側柱に水平変形発生が変形




